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2026実務支援



				プログラム

				事前配信
（ｅラーニング:90分） フン					・注射薬無菌混合調製に必要な基本的知識　　・外来化学療法の実際

				10:00～10:10		挨拶・移動 アイサツ イドウ		・開講挨拶、一日の流れ説明

				10:10～12:40		実技実習		・衛生的手洗い (ラビング法、スクラブ法) 　・ガウン、手袋、帽子、マスクの装着
・注射薬混合調製 (アンプル、バイアルの取扱い、薬液採取、陰圧操作)
・TPNバッグの取り扱い　　・ガウン脱衣

				12:50～13:35		ランチョン
ミーティング		・受講者間での意見交換 ジュコウシャ カン

				13:35～14:55		導入講義		・無菌設備導入に関する制度改正と環境の変化 
・2024年調剤報酬改定での無菌製剤に対する報酬の変化
・PCAポンプを使ったオピオイドの無菌調製（デモ、グループごとに体験あり）

				15:00～16:00		情報共有		・事前動画や実技実習に対する質疑応答
・自施設における注射調剤の問題点や課題の共有
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